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平成２４年雲南市議会９月定例会 

市長施政方針(概要) 

平成２４年雲南市議会９月定例会の開会にあたり、市政における私の基本的な考え

方を申し上げたいと存じます。 

さて、平成２０年１１月より、市長としての２期目の重責を担わさせていただき、

その職務を遂行して参りました。 

今議会は、私にとりまして任期最後の議会となります。任期中市政運営にあたりま

しては、市民の皆様、関係機関等から献身的なご尽力と建設的なご意見、ご提言を賜

りましたことに対し、心から敬意を表するとともに深く感謝申し上げます。 

振り返れば雲南市誕生以来、市民が主役の自治のまちを目指して地域自主組織によ

る地域づくりの推進、教育支援コーディネーターや社会教育コーディネーターの配置

による教育の充実、産業振興センターの設置による企業誘致の推進や雲南ブランド化

プロジェクト、スイーツ・スパイスプロジェクト等の地場産業の振興など、皆様方の

ご協力により、着実に前進することができました。 

一方で、この間、職員数の削減や人件費の縮減、補助金、施設利用料金の見直しな

どの取り組みにより、全会計を合わせた市債の残高（借金の額）は、平成２３年度末

が７５６億円と平成１６年度末から１８６億円減尐し、基金の残高は、平成２３年度

末が９２億円と平成１６年度末から１９億円増加させることが出来ました。「財政非

常事態宣言」の解除も、市民の皆様のご理解ご協力があったからこそ達成できたもの

であり、心から感謝申し上げます。 

これまでの取り組みを基盤に、さらに市政運営に邁進していく決意でありますので、

引き続き市民の皆様のご理解ご支援を心からお願い申し上げます。 

 

次に、７月６日の大雨による被害についてご報告致します。 

夕刻から降り始めた雨は、２１時からの１時間に掛合町多根で７３ミリ、三刀屋町

鍋山で６７ミリという非常に激しい雨を観測しました。これにより、三刀屋川坂山橋

観測所において氾濫危険水位を超え、三刀屋町の大門町自治会に避難準備情報を、旭

町１及び２自治会に避難勧告を発令し、３７名の方が避難されました。雲南市内の被

害状況は、住家への床下浸水が４箇所、非住家（土蔵）の全壊が１箇所、道路・河川

３４３箇所、農地１１４箇所、農業用施設１３２箇所、林道ほか２３箇所などの被害

が発生しました。被害を受けられた皆様に衷心よりお見舞い申し上げます。 

続いて、市政懇談会についてであります。 

６月２５日から７月２６日にかけ、市内９か所で市政懇談会を開催しました。 

今回は、主要課題として「今後の地域づくりのあり方」及び「雲南市立病院の建設」

の２点について説明を行い、また、昨年の市政懇談会で主要課題としていた「雲南市

新庁舎建設」、「組織見直しにかかる総合センターのあり方」及び「医療と保健の融合

による健康づくり拠点整備事業」について、その後の状況を報告しました。９会場で

約１，０００人の市民の皆様に参加していただき、活発に意見交換をさせていただき

ました。 
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【地方行財政の動向】 

国会では、社会保障・税一体改革の関連８法が去る８月１０日に可決・成立しまし

た。この法案は、今後、高齢化の進展により社会保障費の増大が見込まれる中、安定

財源を確保するため、消費税率を現在の５％から２０１４年４月に８％、１５年１０

月に１０％へ引き上げるなどの内容となっています。 

持続可能な社会保障と地方財源の確保のためには、消費税の引き上げを含む抜本的

税制改革は不可欠であると考えますが、国民の負担を伴う改革である以上、増税によ

って何が変わり、何が生まれるのか、国民に対して丁寧な、そして十分な説明を求め

るものであります。 

また、環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）や新たなエネルギー戦略など、日本

経済を左右する重要施策は先行きが不透明なほか、近いうちに衆議院の解散が三党合

意されており、今後、来年度の予算編成に向け、政局の動向を注視して参りたいと存

じます。 

【６つの施策】 

１．市民が主役のまちづくり 

①市民が主役のまちづくりの推進に向けた制度の見直し 

雲南市が発足して以来進めて参りました地域自主組織を地域づくりの中核の組

織としてより充実したものにするため、本年度、「市民が主役のまちづくり推進検

討会議」を設置し、検討を進めています。この中で、地域自主組織の皆様との意見

交換を行ったところ、交流センター職員の雇用形態や施設管理・整備のあり方のほ

か、「新しい公共」の視点を交えた公共サービスのあり方、地区福祉委員会と地域

自主組織の福祉部との関係等、様々なご意見を伺っております。 

今後、さらに地域自主組織の支援強化策の検討や地域委員会の見直しにも取り組

み、来年度以降、可能なものから実施に移して参ります。 

 

②「うんなん幸あり月」について 

銅鐸が出土した１０月１４日から 1カ月間を「うんなん幸あり月」と名づけ、雲

南の「人と自然と歴史と食の幸」を大切にし、交流を通じて理解してもらうことを

目的として、各種イベントを開催して参ります。 

特に期間中の１０月２０日、２１日には、三刀屋中学校を会場に教育委員会を中

心に実施される「早寝早起き朝ごはんフォーラム」と、昨年に引き続き雲南市を応

援いただいている各界の皆様によって、未来に向けて様々な縁を結ぶシンポジウム

を実施致します。 

 

２．定住環境の充実 

①原子力防災対策 

８月２９日、島根原子力発電所周辺自治体連絡会議のうち島根県側の出雲市、安

来市、雲南市の三市長連名で中国電力に対し、原発立地自治体と同様な取り扱いと
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するよう「原子力安全協定の締結に関する要求書」を提出します。 

また、原子力規制委員会設置法の施行により、今後、原子力規制庁の発足と同時

に原子力災害対策指針が国において告示され、ＵＰＺ（緊急時防護措置を準備する

区域）が概ね半径３０キロメートルへ拡大されることに伴い、告示後半年以内に地

域防災計画（原子力災害対策編）の策定が必要となるため、今年度中を目途にその

策定に取り組んで参ります。 

 

②地域活性化インターチェンジ及び地域活性化施設の名称 

地域活性化インターチェンジの名称につきましては、吉田町・掛合町の代表者の

方々からご意見を伺い検討をした結果、「雲南吉田」を雲南市案として、先般、国

土交通省に回答したところであります。今後、標識適正化委員会や国土交通省での

審査を経て、１０月中には正式に決定される予定であります。 

また、雲南吉田インターチェンジ（仮称）に建設しています地域活性化施設の名

称につきましては、名称選考委員会で検討した結果、「たたらば壱番地」としまし

た。現在、道の駅の登録申請を行っており、９月中には、登録証が交付され、正式

に決定する予定であります。 

今後は、雲南市の南の玄関口となる雲南吉田インターチェンジ（仮称）と、道の

駅「たたらば壱番地」の組み合わせを最大限に活用し、観光客の増加や地域振興に

繋げる取り組みを進めて参ります。 

 

③市営墓地の整備 

雲南市土地開発公社により、三刀屋町古城地区に整備を進めておりました市営墓

地５３区画の造成工事が完了いたしました。 

墓地の名称を「一宮墓地」とし、今定例会において条例改正と整備された墓地の

購入費の補正予算をお願いしております。１０月以降使用者の募集や整備地の所有

権移転登記などの事務手続きを進めて参ります。 

 

④農業集落排水施設の汚泥改質機の活用 

昨年度、多久和地区農業集落排水施設に、汚泥改質機を設置しました。これは、

処理場の臭気抑制と、汚泥の減量に効果があり、さらに、処理水は牛などの糞尿の

臭いを軽減するとともに、野菜の生育を早めることが期待されています。現在、試

験的に農作物等に使用しており、その効能が確認されれば、幅広く活用していただ

きたいと考えています。 

 

⑤限定特定行政庁の設置 

  現在、県が取り扱っております市内建築物の建築確認事務を市において取り扱う

こととする「限定特定行政庁」を、平成２５年４月に設置することとし、建築行政

における新たな事務権限の取得により、市民サービスと行政効率の向上を図ります。 

  今年度中に、限定特定行政庁の設置に向けての環境整備や法令上の手続きなど、

諸準備を進めて参ります。 
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３．安心安全のまちづくり 

①雲南市立病院の改築 

雲南市立病院建設基本構想をまとめるにあたり、雲南市立病院建設検討委員会を

設置し、これまで２回の会議を終えたところです。検討委員会では、雲南二次医療

圏における中核病院としての役割や、地域医療を守っていくためのご意見ご提言を

いただいております。また、市政懇談会では、病院の早期改築への期待の声を多く

いただきました。今後、こうしたご提言などを参考に、基本構想をまとめていきた

いと考えております。 

 

②雲南市障がい者虐待防止センターの設置 

昨年６月に制定されました「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等

に関する法律」（通称「障害者虐待防止法」）が、本年１０月１日から施行されるこ

とに伴い、障がい者虐待に関する通報や相談等の窓口となる「雲南市障がい者虐待

防止センター」を健康福祉部内に設置し、障がい者の虐待防止に取り組んで参りま

す。 

４．人が輝く教育・文化の振興 

①就学前の教育･保育の一体化に向けた取り組み 

  経済状況や保育ニーズの変化により、更なる幼児教育と保育の充実が求められて

いることから、幼稚園と保育所の一体化について検討を進めて参りました。 

  このほど、木次幼稚園と木次保育所について、｢幼保連携型｣の認定こども園を平

成２５年４月から開設することとし、島根県に認定申請を行うことといたしました。 

  また、保育業務委託につきましては、平成２６年４月から掛合保育所の保育業務

委託を目指し、保護者の皆様と協議を始めたところです。 

 

②幼児期の運動促進事業 

平成２２年度に策定いたしました「夢発見プログラム幼児期版」では、身体を動

かし基礎的体力を育成する重要性を掲げています。この具体的な取り組みとして、

文部科学省事業を活用して、雲南市独自のプログラムを策定し、市内全ての就学前

の幼児の運動促進に取り組んで参ります。 

 

③『夢』発見ウィーク 

９月２５日から２７日までの３日間、『夢』発見ウィークと銘打った中学生の職

場体験学習を行います。本年は１４７事業所にご協力いただき、市内７中学校全て

の３年生が、校区を越えて体験学習を行います。事前の面接において面接官を引き

受けていただいた市民、事業所、保護者の皆様のご理解ご協力に心から感謝申し上

げます。 

 

④幸雲南塾 inさんべの開催 

「幸雲南塾 in さんべ」を１０月１３日から１泊２日で、三瓶青尐年交流の家に

おいて開催いたします。 
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本年は、雲南市名誉市民であり、ホシザキ電機株式会社会長の坂本精志氏の特別

講演や吉野塾 吉野敬介塾長の講演のほか、キャリアアップワークショップとして、

各業界で活躍されている市内外の講師の方々をお迎えし、夢をもつことや夢に向か

って努力すること、働くことの意義、大切さなどについて考えてもらうことにして

います。 

 

⑤特別支援学校高等部分教室設置 

平成２４年６月の県議会において、雲南圏域への特別支援学校高等部分教室設置

に関する陳情が趣旨採択されました。雲南市に分教室が設置されれば、特別支援学

校高等部に進学を希望される生徒の皆さんの選択肢を広げ、より身近で専門的な教

育を受けることが可能となります。また、雲南圏域における特別支援教育のセンタ

ー的役割も期待でき、市といたしましても協力を惜しまない考えであります。 

 

⑥第２２回「永井隆平和賞」発表式典 

平成３年に永井隆博士の崇高な精神を後世に伝えていくことを目的に創設した

「永井隆平和賞」は、今年で第２２回目を迎えます。今回は、全国３５都道府県と

遠くはオーストラリア・ドイツ等海外からも「愛」と「平和」の作文１,９９３点

の応募があり、「平和」や「いのち」、「家族」について、心惹かれる作品が数多く

寄せられました。 

今年の発表式典は、来る９月９日日曜日、１３時より、三刀屋文化体育館アスパ

ルで行います。式典では、最優秀作品の朗読はもとより、広島平和記念公園の原爆

の子の像のモデルで、１２歳でこの世を去られた佐々木
さ さ き

禎子
さ だ こ

さんの甥であるシンガ

ーソングライター佐々木
さ さ き

祐
ゆう

滋
じ

さんのミニコンサートを、昨年に引き続き計画してい

ます。禎子さんへの想いを曲にされた「ＩＮＯＲＩ
い の り

」の演奏をはじめ、音楽を通じ

て平和の大切さを多くの人に伝えて参ります。 

 

⑦菅谷たたら山内保存修理事業 

かねてから計画を進めてまいりました、菅谷たたら山内保存修理工事につきまし

ては、今後５箇年をかけて行う予定であり、本年は、高殿・元小屋の仮設・解体・

屋根工事などに着手いたします。施工にあたっては、操業当時の面影が偲ばれ、製

鉄に従事していた人々の生活や習慣、息づかいが伝わってくるような佇まいを残し、

たたら製鉄の歴史を次代に継承するよう進めて参ります。 

 

⑧能楽のワークショップ 

日本の古典芸能である能楽のワークショップを、古事記編纂１３００年を記念し

て出雲大社にて行われる公演に先立って、１１月７日に三刀屋中学校で行います。

今回は、能楽界に名を残す能楽シテ方金春流櫻間家（のうがく してかたこんぱる

りゅう さくらまけ）の第 21代当主で、重要無形文化財総合指定保持者の櫻間右陣

（さくらま うじん）様を始め、囃子方（はやしかた）も揃った本格的な能楽を、
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三刀屋中学校と、吉田中学校の生徒が鑑賞します。我が国の伝統と文化を尊重する

機会となることを期待しており、来年の５月には他の中学校において同様のワーク

ショップを行うこととしております。 

 

５．ふるさと産業の創出 

①企業立地計画の認定 

去る８月１０日、加茂町南加茂企業団地に新たに進出されるメトロ電気工業株式

会社の企業立地計画の認定を島根県とともに行いました。メトロ電気工業株式会社

は、愛知県に本社があり、白熱球やカーボンヒーターを製造する光源と熱源の老舗

専門メーカーで、この度の立地計画では、新製品の開発を視野に入れた新たな国内

の製造拠点として工場を新設されるものであり、３年後に常用雇用者２０名増が計

画されています。また、これに先立ち６月には、同じく南加茂企業団地内の株式会

社丸八ポンプ製作所が事業所の増設に着手されており、本市にとって誠に喜ばしい

企業立地が相次いだところでございます。 

今後、市としましては、これら誘致企業において円滑な事業展開が図られ、更な

る業績拡大や新たな雇用創出につながるよう引き続き支援を行っていくとともに、

企業誘致に必要な企業用地の確保、整備、立地助成制度の充実等について、企業団

地整備アクションプランの策定に合せて引き続き検討を進めて参ります。 

 

②森林バイオマスエネルギー事業の取り組み 

森林バイオマスエネルギー事業につきましては、去る６月１５日に設立されたエ

ネルギー供給事業体の「合同会社グリーンパワーうんなん」を核に推進を図ってい

ます。この中の「市民参加型収集運搬システム」には、２回の講習会を通じて、こ

れまで３９名の市民の皆さまが参加登録をされ、６月１８日より林地残材を搬入頂

いております。また、募集していました地域通貨の名称は「里山券(さとやまけん)」

に決定し、収集運搬された方に、吉田、掛合町内の３１店舗でご利用頂いておりま

す。 

今後、今月中に３回目の講習会を開催し、林地残材の収集並びに里山券の利用拡

大をさらに推進するとともに、波多温泉「満壽の湯」へのチップボイラー整備も進

めて参ります。 

  

③農業の振興 

去る８月２日、雲南市内の協業経営型集落営農組織が２１組織集まり、集落営農

ネットワーク協議会を設立されました。この協議会は、生産調整への取り組み、機

械の共同購入によるコストダウン、新たなオペレーターの育成など単一組織では難

しかったことに積極的に取り組み、各組織の経営の安定化と集落営農組織間の連携

を図ることを目的としております。 

今年度は、県事業により大豆・そばコンバインを２台導入し、協議会で刈り取り

の受託農作業を行って参ります。 
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④第１０回全国和牛能力共進会 

今年１０月に長崎県で開催される第１０回全国和牛能力共進会に向け、去る７月

２７日に県代表牛最終選抜会が行われました。 

雲南市からは、７区肉牛の部にＪＡ雲南吉田肥育センターの星栄(ほしさかえ)

号が県代表牛に決定いたしました。 

 

⑤畜産振興 

ＪＡ雲南肥育センターの再編につきまして、これまで６センターを一体的に運営

する「(仮称)奥出雲和牛センター」構想について検討を進めて参りました。しかし

ながら、６センターを運営する「新たな経営体」への出資や、多額の運営経費の負

担が困難などの理由から、この設立を断念し、更に検討を深める中から、去る７月

２日に雲南３市町として適切な支援を講じることを念頭に、ＪＡ雲南に肥育センタ

ーの運営を継続して頂く要請を行いました。奥出雲和牛の振興を図る上で、肥育事

業は極めて肝要な事業でありますので、早期に一定の結論を出すため、雲南農業振

興協議会において、さらに検討を行って参ります。 

 

⑥雲南市・出雲縁結び空港連絡タクシー 

雲南市では、これまで観光誘客や市内来訪者拡大の面で課題であった出雲縁結び

空港と市内を結ぶ２次交通手段について、株式会社一畑トラベルサービスとの協議

を重ね、去る７月１日より連絡タクシーの運行を始めました。 

  利用前日の午後６時までにお申し込みいただくと、空港からＪＲ木次駅または下

熊谷バスセンター間が、２名以上であれば往復便それぞれ利用者１人あたり１，５

００円の料金でご利用頂けるというものです。 

 

 ⑦神話博しまね 

神話博しまねは、７月２１日～１１月１１日の期間、「神々の国しまね」プロジ

ェクトのシンボル事業として、出雲大社周辺を主会場として開催されており、期間

中、総来客数は合計１４０万人、特設会場の入場者数４０万人の目標達成に向け順

調な出だしとなっているところであります。 

会場には、雲南市に馴染みの深いヤマタノオロチ退治を超ワイドスクリーンで見

ることが出来る「神話映像館」が設けられているほか、しまね魅力発信ステージで

は、市内から多くの郷土芸能団体が出演し、神楽や和太鼓の上演が華を添えている

ところです。１０月２０、２１日の両日は市町村デーとして、雲南市・奥出雲町・

飯南町が一体となって雲南地域の魅力をＰＲいたします。 

また、平成２２年度から取り組んでおります市内「ヤマタノオロチ伝承地探訪ツ

アー」は、今年は４４回の催行を予定しており、これまでに、北海道、東京など多

くの県外の皆様にご利用頂いております。 

 

６．行財政運営 

①市役所新庁舎建設 

雲南市新庁舎建設設計者選定につきましては、去る８月４日に６設計共同企業体
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による公開ヒアリングを行い、設計共同企業体を選定したところです。今後、ワー

クショップ等により、市民の皆様のご意見を伺いながら、基本設計に取組んで参り

ます。 

新庁舎建設のスケジュールにつきましては、合併特例債の発行期限が５年間延長

となる法律の一部改正が、去る６月に施行されたことに伴い、設計及び建設等に要

する期間を十分確保するため、施工期間を 1 年間繰り延べ、事業完了年度を平成

27年度とさせて頂きたいと存じます。 

 

②財政状況 

  本議会に平成２３年度決算を提出していますが、普通会計決算では、国の経済対

策の終了等に伴い、歳出決算で２９５億４千２百万円となり、前年度比９．８％の

減となりました。また、財政調整基金・減債基金の繰入を行わないこととなり、引

き続き収支均衡が達成され、健全化判断比率につきましては、実質公債費比率が１

７．６％と、前年度比１．９％低下し、改善が図られました。 

  しかしながら、今後の財政見通しとしましては、平成２７年度からの普通交付税

の一本算定を見据えた財政運営が肝要であり、今後も財政規律を堅持し、併せて交

付税の見直しも求めて参ります。 

  

 補正予算の主なもの 

・ 市営墓地整備事業９百万円 

・ 予防接種事業９百万円 

・ 地域貢献型集落営農ステップアップ事業補助金１千４百万円 

・ 急速充電器整備事業９百万円 

・ 高速道路整備関連事業９百万円 

・ 起債道路整備事業８百万円 

・ 道路維持補修事業２千４百万円 

・ 地方債の繰上償還元金４億３千６百万円 

  

今定例会には、議案として、承認事項１件、条例６件、規約変更１件、一般事件４

件、認定事項として決算認定１３件、諮問事項１件、報告事項９件を提出しておりま

す。 


